
搬入総量 51,048.5t 

※禁忌品は、清掃工場溶融処理に含む

2,099.8t

147.7t

平成２７年度ごみ処理の流れと処理量

可燃物搬入量合計 47,643.7t 溶融処理 45,431.7t 溶融飛灰 1,148.0t 

委託収集 27,219.7t 成田富里いずみ清掃工場 最終処分（県外民間事業所で処理） 641.9t 

　可燃(燃やせる)ごみ 25,192.8t 最終処分(県外民間事業所で処理） 506.1t 
溶融処理及び処理生成物の按分
総量×搬入割合
　　　　（成田75.79％、富里
24.21％）
処理量：59,944.18ｔ
飛　 灰：1515.24ｔ
ス ラ グ：4,236.65ｔ
メ タ ル：64.89ｔ

　可燃粗大 197.4t 溶融スラグ 3,211.1t 

　ペットボトル 312.2t 溶融固化(県外民間事業所で処理) 753.4t 

　プラスチック製容器包装 608.2t 最終処分(県内民間事業所で処理) 1,618.5t 

　紙類 850.7t 最終処分（県外民間事業所で処理） 839.2t 

　衣類・布類 58.4t 溶融メタル 49.2t 

許可収集 17,906.3t 焼却処理 3,273.4t 売却し資源化（県内民間事業所へ売却） 27.0t 

　燃やせるごみ 17,889.3t 民間施設で臨時焼却 売却し資源化（県外民間事業所へ売却） 22.2t 

　可燃粗大 17.0t 
ペットボトル 343.1t 焼却灰は民間委託で最終処分 523.8t 

自己搬入 2,511.0t 
(リサイクルプラザほか県内民間事業所で
処理)※集団回収・店頭回収分を含む　燃やせるごみ 1,153.2t 指

定
法
人
ル
ー

ト

ペットボトル（県外事業所で処理） 41.2t 

　可燃粗大 1,357.8t プラスチック製
容器包装

564.3ｔ ペットボトル（県内事業所で処理） 32.7t

違反ごみ 6.7t ペットボトル（県内事業所で処理） 129.4t
（県内民間事業所で処理)

　燃やせるごみ 6.0t ペットボトル（県外事業所で処理） 97.1t

　可燃粗大 0.7t 紙類（分別収集） 850.7t プラスチック製容器包装（県内事業所で処理） 408.8t

あわせ産廃 0.0t 衣類・布類(分別収集） 58.4t ※禁忌品は、清掃工場溶融処理に含む

　燃やせるごみ 0.0t 売却し資源化
（市内事業所2社へ売却）

909.1t 

　可燃粗大 0.0t 

畳：固形燃料として資源化
（県内事業所で処理）

27.3t

不燃物搬入量合計 3,404.8t ｽﾁｰﾙ缶ﾌﾟﾚｽ 194.1t 資源化（売却）

委託収集 2,458.4t 

リサイクルプラザ
（選別・破砕）

ｱﾙﾐ缶ﾌﾟﾚｽ 257.1t 

　ビン・カン 1,422.7t 生きビン 10.5t 

許可収集

県外事業所で
資源化

　金物･陶磁器・ガラス／粗大ごみ 1,035.7t カレット 871.6t 

　有害ごみ 0.0t 鉄くず 533.7t 県外事業所で
資源化

226.8t その他の資源 102.6t 

　ビン・カン 165.4t 紙類、衣類・布類 130.2t 清掃工場で溶
融処理

　金物･陶磁器・ガラス類／粗大ごみ 61.4t 廃乾電池 36.1t 

自己搬入 714.4t 廃蛍光灯 21.2t 県内事業所で
最終処分　ビン・カン 0.0t 可燃残渣 542.5t 

　金物･陶磁器・ガラス類／粗大ごみ 1.3t 不燃残渣 389.2t 

　資源物 713.1t 使捨てライター 2.0t 県外事業所処
理

違反ごみ 5.2t ※収集量、中間処理量及び最
終処分量の集計量に差が生じ
ているが、これはピット内等残
量、水分、計量等の差異によ

小型家電 14.8t

　ビン・カン 0.0t ガラス・陶磁器類 140.2t 県内事業所で
資源化（売
却）　金物･陶磁器・ガラス類／粗大ごみ 0.0t 

　資源物 5.2t 

①集団回収（団体） 1,961.7t ①集団回収（市全域）

県内事業所で
資源化

①集団回収（市全域）

②店頭回収(ペットボトル) 18.6t 新聞紙 935.7t 金属類 1.5t 

383.0t 生きビン 17.5t 

(3,900ℓ) 雑誌 350.7t カレット 102.7t 

スチール缶 34.0t 

①＋②＋③ 1,983.9t 繊維類 57.1t 

②店頭回収

アルミ缶 24.7t ペットボトル 18.6t

③拠点回収（天ぷら油）
3.6t 段ボール

ペットボトル 54.8t 
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